
（講座）臨床薬学  （研究室）薬物治療学  
（氏名）近藤新二  （職名） 准教授  
 
【研究テーマ】 

1. ヒト遺伝性疾患の原因遺伝子・疾患感受性遺伝子の解明 

2. 口唇口蓋裂発症機序の分子遺伝学的解析 

3. ゲノム医学的アプローチによる個別化医療の確立 
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【研究費取得状況】 

1.  狭隅角緑内障の疾患感受性遺伝子解析 

    基盤研究(C) 日本学術振興会 

 

【過去の研究業績総計】 

原著論文（欧文） 27 編 （邦文） 0 編 

総説  （欧文） 0 編 （邦文） 2 編 

著書  （欧文） 0 編 （邦文） 1 編 

紀要  （欧文） 0 編 （邦文） 0 編 

特許 1 件 


